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名
誉
市
民
に

今
井 

政
之
さ
ん

　

平
成
24
年
３
月
の
市
議
会
で
、
陶
芸

家
の
今
井
政
之
さ
ん
を
名
誉
市
民
に
選

定
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
６
月
９
日
、

市
役
所
で
、
名
誉
市
民
称
号
贈
呈
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

竹
原
市
の
名
誉
市
民
は
、
初
代
市
長

の
有
原
明
三
さ
ん
に
次
い
で
、
35
年
ぶ

り
、
２
人
目
と
な
り
ま
す
。
贈
呈
式
後

の
記
者
会
見
で
、
今
井
さ
ん
か
ら
、
次

の
よ
う
に
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

名
誉
市
民
称
号
を
受
け
て

　

今
日
ま
で
、
竹
原
と
京
都
に
窯
を
か

ま
え
、
創
作
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
ご
支
援
・
ご

指
導
を
い
た
だ
い
た
か
ら
こ
そ
、
今
の

自
分
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
変
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

竹
原
に
は
、
江
戸
時
代
に
築
か
れ
た

文
化
・
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
化
・

伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
陶
芸
を
通

じ
て
、
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
よ
う

お
手
伝
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
初
心
に
か
え
っ
て
精

進
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
期
待
に
沿
え
る

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

竹
原
が
作
品
に
与
え
た
も
の

　

竹
原
は
、
風
光
明
媚
で
自
然
豊
か
な

と
こ
ろ
で
す
。
子
ど
も
の
頃
、
的
場
の

海
に
行
っ
て
泳
い
だ
り
、
魚
を
獲
っ
た

り
し
ま
し
た
。
私
の
作
品
の
中
に
は
、

そ
う
い
っ
た
思
い
出
を
表
現
し
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

陶
芸
に
適
し
た
土
も
あ
り
、
竹
原
で

育
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
、
今
改
め

て
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
井 

政
之
さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
昭
和
５
年
12
月
25
日
生
）

　　

幼
少
期
を
竹
原
で
過
ご
し
、
昭
和
22

年
に
広
島
県
立
竹
原
工
業
学
校
（
現 

竹
原
高
等
学
校
）
を
卒
業
。
楠
部
彌
弌

に
師
事
し
て
陶
芸
の
修
行
を
積
み
、
昭

和
53
年
に
竹
原
市
高
崎
町
に
窯
を
築

く
。
面
象
嵌
法
の
第
一
人
者
。

【
主
な
受
賞
歴
】

昭
和
34
年　

日
本
美
術
展
覧
会
特
選
・

　
　
　
　
　

北
斗
賞
受
賞

昭
和
49
年　

フ
ラ
ン
ス
バ
ロ
リ
ス
国
際
陶

　
　
　
　
　
　

芸
展
で
名
誉
最
高
大
賞
受
賞

平
成
３
年　

工
芸
美
術
日
工
会
展
で
内

　
　
　
　
　

閣
総
理
大
臣
賞
受
賞

平
成
６
年　

京
都
市
文
化
功
労
者
表
彰

平
成
10
年　

日
本
藝
術
院
賞
受
賞

平
成
15
年　

広
島
県
地
域
文
化
功
労
者
表
彰

平
成
20
年　

京
都
府
文
化
賞
特
別
功
労
賞
受
賞

平
成
21
年　

紺
綬
褒
章
受
章

平
成
22
年　

旭
日
中
綬
章
受
章

平
成
22
年　

中
国
文
化
賞
受
賞

平
成
23
年　

文
化
功
労
者
顕
彰

名
誉
市
民

　
　

竹
原
市
に
在
住
ま
た
は
竹
原
市
に
関
係

　

の
深
い
人
で
、
産
業
、
学
術
、
技
芸
な
ど

　

に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
特
に
優
れ
、
郷

　

土
の
誇
り
と
し
て
市
民
か
ら
深
く
尊
敬
さ

　

れ
て
い
る
人
に
対
し
て
、
名
誉
市
民
の
称

　

号
が
贈
ら
れ
ま
す
。

▲記念として、今井さんから市へ、

　「象
ぞうがんさいようへんとき

嵌採窯変朱鷺大皿」が贈呈

　されました。
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竹
原
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
が

　
　
　
　
　
国
の
認
定
を
受
け
ま
し
た

　

平
成
20
年
11
月
４
日
に
、
「
地
域
に
お
け
る

歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律

（
通
称
：
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
）
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
町
村
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
「
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
計
画
」
を
策
定
し
、
国
の
認
定

を
受
け
る
と
、
国
の
重
点
的
な
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
歴
史
的
風
致
を
維
持
向
上
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

竹
原
市
で
は
、
こ
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に

基
づ
く
「
竹
原
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」

を
策
定
し
、
平
成
24
年
４
月
13
日
付
け
で
国
（
国

土
交
通
省
、
文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
）
に

認
定
申
請
し
、
平
成
24
年
６
月
６
日
に
計
画

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

広
島
県
内
で
は
、
尾
道
市
と
同
時
認
定
で
、

初
の
認
定
と
な
り
ま
す
。
計
画
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
先
人
の
人
々
が
築

い
て
こ
ら
れ
た
歴
史
文
化
に
磨
き
を
か
け
、

竹
原
ら
し
い
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

問い合わせ　
文化生涯学習室
☎ 22-7757

▲津島国土交通大臣政務官から認定証を受

　け取りました（左から小坂市長、津島政

　務官、平谷尾道市長）

　

先人達は
私たちに

何を託したか
④引き継がれるおもてなし！
問い合わせ　文化生涯学習室

　　　　　　　☎ 22-7757

　

町
並
み
の
最
古
の
建
造
物
で
あ
る

元
禄
４
年
（
１
６
９
１
年
）
建
築
の

吉
井
家
住
宅
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

吉
井
家
は
竹
原
の
総
合
商
社

　

吉
井
家
は
、
金
融
業
・
酒
造
業
・

製
塩
業
な
ど
を
手
広
く
行
い
、
一
躍

竹
原
で
一
番
の
商
家
に
発
展
し
ま
し

た
。
現
代
の
総
合
商
社
の
よ
う
な
も

の
で
、
屋
号
（
家
の
呼
び
名
）
を
、

「
米こ

め

や屋
」
と
言
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
吉
井
家
は
、
商
売
だ
け
で

は
な
く
、
竹
原
の
最
高
責
任
者
で
あ

る
町
役
人
（
町
年
寄
）
を
務
め
政
治

に
も
貢
献
し
、
文
化
人
へ
の
援
助
を

行
う
な
ど
、
竹
原
文
化
の
繁
栄
を
大

き
く
支
え
た
功
労
者
で
し
た
。　

藩
主
が
竹
原
で
鷹
狩
り

　

戦
国
時
代
以
後
、
大
名
に
好
ま
れ

た
鷹
狩
り
。
民
情
視
察
や
演
習
、
そ

し
て
娯
楽
を
兼
ね
て
い
ま
し
た
。
織

田
信
長
や
徳
川
家
康
な
ど
の
武
将
も

鷹
狩
り
を
好
み
、
歴
代
の
広
島
の
藩

主
も
県
内
の
各
地
に
鷹
狩
り
に
出
か

け
て
い
ま
し
た
。

　

竹
原
に
も
頻
繁
に
立
ち
寄
ら
れ
、
藩

主
の
宿
（
本
陣
）
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
た
の
が
、
吉
井
家
住
宅
で
し
た
。

藩
主
専
用
の
も
の
が
・
・
・

　

吉
井
家
住
宅
に
は
、
藩
主
専
用
の

門
（
御お

な
り
も
ん

成
門
）
、
部
屋
（
御
成
座
敷
）

や
ト
イ
レ
（
漆
塗
り
の
便
器
）
や
お

風
呂
が
あ
り
ま
す
。
部
屋
に
は
、
希

少
な
材
料
を
使
い
、
細
工
を
七し

っ
ぽ
う宝

の

デ
ザ
イ
ン
に
統
一
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
藩
主
が
い
つ
来
ら
れ
て
も
い

い
よ
う
に
毎
日
掃
除
を
欠
か
さ
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

藩
主
が
来
訪
の
際
に
は
、
吉
井
家

の
当
主
は
裃

か
み
し
もを

着
用
し
、
新
町
あ
た

り
ま
で
出
迎
え
、
御
成
門
を
開
け
て

歓
迎
し
た
そ
う
で
す
。
当
主
は
、
塩

焼
き
鯛
と
酒
で
も
て
な
し
、
接
待
費

も
自
費
で
負
担
し
て
い
ま
し
た
。
吉

井
氏
の
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
に
よ

り
、
歴
代
の
藩
主
が
何
度
も
足
を
運

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
も
て
な
し
の
心
は
今
も
町

並
み
保
存
地
区
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

▲御成座敷

▲七宝の文様

歴
史
的
風
致
と
は

　

地
域
固
有
の
歴
史
及
び
伝
統
を
反
映
し
た

人
々
の
活
動
と
、
そ
の
活
動
が
行
わ
れ
る
歴

史
上
価
値
の
高
い
建
造
物
及
び
そ
の
周
辺
の

市
街
地
と
が
、
一
体
と
な
っ
て
形
成
し
て
き

た
良
好
な
市
街
地
の
環
境
で
す
。(

歴
史
ま

ち
づ
く
り
法
第
１
条)


